
入
所・退
所

入
所・退
所

　
寄
　
　
贈
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25
　
お
伊
勢
の
森
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
熊
谷
）

　
　
　
障
害
者
雇
用
連
絡
会
議（

戸
村
）

　
26
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

　（
永
井
・
小
俣
）

　
　
　
都
就
労
支
援
関
係
機
関
意
見

　
　
　
交
換
会
　
　
　（
戸
村
・
大
野
）

７
　
月

　
２
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
・
戸
村
）

　
３
　
高
次
脳
機
能
障
害
研
修

　
　
　
　
　（
増
渕
・
松
本
・
加
藤
）

　
12
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

（
冨
田
）

　
16
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検

　
　
　
討
会
　
　
　  

（
神
山
・
小
俣
）

　
17
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
19
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
講
座（冨

田
）

　
　
　
失
語
症
講
座
　
　
　  

（
田
島
）

　
22
　
サ
ビ
管
更
新
研
修
（
利
根
川
）

　
22
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
部
会
　
　
　  

（
山
田
・
日
野
）

　
23
　
ゼ
ン
コ
ロ
先
進
事
業
事
例
調
査
・

　
　
　
草
む
ら
の
会
　
　
　  

（
藤
澤
）

　
24
　
サ
ビ
管
更
新
研
修
　  

（
藤
澤
）

　
　
　
虐
待
防
止
研
修
　
　  

（
小
俣
）

　
25
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
全
大
会
　
　  

（
高
橋
・
戸
村
）

　
26
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
準
備
講
座

（
冨
田
）

　
30
　
虐
待
防
止
研
修
　
　  

（
小
俣
）

２
月
１
日
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
様
よ

り
ク
オ
カ
ー
ド
、
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ

ー
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
助
成
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ

◇
こ
の
度
東
京
善
意
銀
行
を
通
じ
、

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
様
よ

り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
左
記
の

事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

事
業
名
：
革
抜
き
型
一
式
購
入
事
業

事
業
総
額
：201,376

円

助
成
金
：150,000

円

施
設
名
：
あ
か
つ
き
授
産
所

◇
こ
の
度
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共

同
募
金
会
様
よ
り
配
分
金
を
受
け
て

左
記
の
事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
謹

ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

事
業
名
：
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
整
備
事
業

事
業
総
額
：250,560

円

配
分
金
：180,000

円

施
設
名
：
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

事
業
名
：
防
災
用
品
購
入
事
業

　
　
　
　
　（
大
型
炊
き
出
し
器
、　

　
　
　
　
　
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

事
業
総
額
：318,276

円

配
分
金
：130,000

円

施
設
名
：
あ
か
つ
き
授
産
所

■
入
所

　
２
月
　
齋
藤
し
の
ぶ
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
松
本
壮
一
郎
（
授
産
所
）

　
　
　
　
田
村
　
小
織
（
授
産
所
）

　
　
　
　
比
留
間
純
世
（
授
産
所
）

　
　
　
　
佐
々
木
義
規
（
さ
く
ら
）

　
３
月
　
辻
本
美
登
勢
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
竹
嶋
　
文
夫
（
授
産
所
）

　
　
　
　
山
本
　
雅
英
（
ま
ど
か
）

　
４
月
　
西
坂
　
　
直
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
北
岡
　
大
輝
（
授
産
所
）

　
　
　
　
宇
佐
美
真
理
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
山
﨑
　
茉
利
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　
小
池
　
志
織
（
あ
ゆ
み
）

　
５
月
　
大
木
　
優
弥
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
菅
原
　
好
美
（
ま
ど
か
）

　
７
月
　
乙
幡
　
涼
太
（
授
産
所
）

　
８
月
　
細
川
　
大
貴
（
セ
ル
プ
）

■
退
所

　
１
月
　
涌
井
　
伸
吾
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
竹
内
　
恵
子
（
授
産
所
）

　
　
　
　
関
田
　
信
弘
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　
福
士
　
瑞
木
（
瑞
穂
就
労
）

　
２
月
　
米
倉
　
正
人
（
授
産
所
）

　
３
月
　
高
橋
　
一
也
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
山
下
　
　
樹
（
授
産
所
）

　
４
月
　
堀
之
内
勇
志
（
さ
く
ら
）

　
５
月
　
井
出
　
幸
司
（
授
産
所
）

　
７
月
　
新
庄
　
弘
典
（
さ
く
ら
）

12

絵：住友真大（スペースまどか）
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支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら　瑞穂町心身障害者（児）福祉センターあゆみ　武蔵村山市障害者就労支援センターとらい　瑞穂
町障害者就労支援センター　指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業あかつきコロニー相談支援センター

あかつきコロニー組織図

役
員
・
評
議
員

理
　
事

理
事
長

　
　
鈴
木
　
賢
一

常
務
理
事

　
　
髙
橋
　
　
毅

　
　
湯
澤
　
　
弘

　
　
永
井
　
　
眞

　
　
熊
谷
　
昌
博

　
　
飛
鷹
　
　
実

監
　
事
　

　
　
田
代
　
政
和

　
　
岩
瀬
　
成
朋

評
議
員

　
　
前
崎
　
一
郎

　
　
小
峯
　
邦
明

　
　
浅
川
　
　
勤

　
　
川
﨑
　
忠
正

　
　
栗
原
　
康
明

　
　
岩
瀨
　
香
世

　
　
赤
澤
　
正
補

理事会 

評議員会

監  事 

（
定
員
40
名
）

（
定
員
30
名
）

（
定
員
30
名
）

（
定
員
20
名
）

（
定
員
20
名
）

就
労
移
行
支
援
・
就
労
定
着

支
援

セ
ル
プ
あ
か
つ
き（
定
員
20
名
）

特
定
相
談
支
援
事
業
・

障
害
児
相
談
支
援
事
業

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
令
和
元
年
度
事
業
計
画

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告

・
研
修
報
告

・
職
場
紹
介
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

・
新
人
紹
介
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令
和
元
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
度
事
業
計
画

【
は
じ
め
に
】

　
昨
年
、
当
法
人
は
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
経

済
的
自
立
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
た

結
核
回
復
者
が
、
自
ら
働
く
場
を
切

り
拓
く
た
め
に
設
立
し
た
の
が
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
だ
っ
た
。
こ
の
間
、

無
事
当
法
人
が
有
り
続
け
る
事
が
出

来
た
の
も
、
先
人
の
努
力
の
賜
物
で

あ
り
、
長
き
に
渡
り
法
人
を
支
え
て

下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で

あ
る
。
設
立
当
初
か
ら
働
く
こ
と
を

通
じ
て
障
が
い
者
の
自
立
を
目
指
し

て
き
た
そ
の
姿
勢
は
今
後
も
変
わ
ら

な
い
。
一
方
で
、
社
会
情
勢
も
大
き

く
変
わ
り
、
私
達
に
求
め
ら
れ
る
期

待
や
役
割
は
、
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

よ
り
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
で
一

層
、
個
々
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
そ
の
自
立
を
支
え
る
役
割

を
社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
社
会
福
祉
法
人
自
体
の

自
立
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
法
人
自

体
の
体
力
強
化
が
課
題
で
あ
る
。
こ

の
先
も
法
人
創
設
時
の
意
思
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
事
業
継
続
と
地
域
福
祉
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
、
尽
力

す
る
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　
施
設
経
営
面
で
は
就
労
移
行
支
援

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に
お
い
て
利

用
率
の
向
上
を
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
利

用
率
の
維
持
安
定
を
図
る
。

　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
委
員
会
及

び
虐
待
防
止
委
員
会
を
開
催
し
、
各

現
場
で
の
日
々
の
支
援
の
中
で
職
員
に

よ
る
虐
待
の
予
防
、
虐
待
を
見
逃
さ
な

い
体
制
を
浸
透
さ
せ
、
利
用
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

　
建
替
え
に
必
要
な
積
立
資
金
を
確

保
す
る
た
め
、
各
事
業
所
に
て
収
入

を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
う
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　
印
刷
事
業
は
従
来
の
紙
媒
体
の
印

刷
事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
縮
小

を
進
め
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
リ
ン
ト
事
業
を

拡
大
し
、
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

　
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
納
品
管

理
を
徹
底
し
、
引
き
続
き
取
引
先
か

ら
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
ウ
エ
ス
事
業
は
作
業
の
効
率
化
や

経
費
削
減
を
は
か
る
こ
と
で
収
益
を

出
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
統

括
営
業
部
と
連
携
し
納
期
調
整
を
行

い
、
受
注
量
を
確
保
す
る
。

　
ま
ど
か
作
業
部
門
は
、
こ
こ
数
年
の

好
調
を
維
持
し
、
更
な
る
工
賃
向
上

に
取
り
組
む
。

　
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契
約
に
よ

る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
就
労
訓
練

と
し
て
も
非
常
に
有
効
な
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
む
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
に
於
い
て
は

工
賃
向
上
を
目
指
し
、
既
存
の
箱
折
の

他
に
新
規
作
業
開
拓
、
と
り
わ
け
、
自

主
製
品
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
就
労
支
援
事
業
に
於
い
て
は
そ
の

最
大
の
目
標
は
利
用
者
工
賃
の
向
上

で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
は
作
業
量
の
確

保
は
勿
論
の
こ
と
、
利
用
者
に
と
っ
て

の
や
り
が
い
や
意
欲
を
支
え
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
利
用
者
の
可
能
性
を

見
つ
け
伸
ば
し
て
い
く
事
も
大
切
な

支
援
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
視
点
を

し
っ
か
り
持
ち
、
工
夫
を
怠
ら
な
い
よ

う
職
員
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
地
域
福
祉
】

　
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理
契
約
の
も

と
、
運
営
開
始
か
ら
10
年
目
と
な
っ
た

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
で
は
、
就
労
支
援
事
業
以
外
に

社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
、
創
作

活
動
の
充
実
を
図
る
。
同
じ
く
運
営

開
始
か
ら
４
年
目
に
入
る
瑞
穂
町
心

身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

み
は
、
障
が
い
児
や
介
助
を
伴
う
重
度

障
が
い
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
タ
イ
ム
ケ
ア
に
於
い
て
学
校

の
平
日
休
校
に
対
応
し
た
開
所
時
間

の
設
定
や
個
別
支
援
計
画
の
作
成
な

ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
の
充
実
を

目
指
し
、
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
個
々
の
計
画
相
談
に
係
る
支

援
内
容
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、

地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
く
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
、

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
受
託
契
約

を
結
び
実
施
す
る
。
今
後
も
益
々
増

え
て
い
く
で
あ
ろ
う
障
が
い
者
の
就
労

に
対
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

就
職
実
績
を
重
ね
る
と
同
時
に
、
仕

事
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
定
着
支

援
、
生
活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
、
障

が
い
者
が
安
定
し
て
働
い
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

　
地
域
の
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

尽
力
し
て
い
く
。
障
害
支
援
区
分
審

査
会
へ
の
委
員
派
遣
、
自
立
支
援
協

議
会
へ
の
委
員
の
派
遣
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会
の
各

部
会
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

ま
た
地
域
の
福
祉
作
業
所
や
関
係
団

体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
し
、
地
域
の
障
が
い
者
・
児

の
生
活
が
よ
り
豊
か
と
な
る
よ
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
引
き
続
き
地
域
子
供
交
流
会
、

生
活
困
窮
者
等
の
就
労
準
備
支
援
を

実
施
し
地
域
に
貢
献
す
る
。

11

１
　
月

　
７
　
新
年
会
　
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
長
挨
拶

（
高
橋
・
永
井
・
遠
藤
）

　
12
　
瑞
穂
町
賀
詞
交
換
会  

（
高
橋
）

　
15
　
保
護
者
会（

あ
ゆ
み
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
17
　
保
護
者
会
　
　（
あ
ゆ
み
地
活
）

　
24
　
保
護
者
会
　
　  

　（
授
産
所
）

　２
　
月

　
１
　
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
通
安
全
講
習
会

（
セ
ル
プ
）

　
15
　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
テ
レ
ビ
撮
影

（
法
人
施
設
）

３
　
月

　
９
　
の
ぞ
み
祭
り  

（
森
田
・
田
中
）

　
14
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　
15
　
第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
授
産
所
）

　
19
　
第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　
22
　
虐
待
防
止
委
員
会

　
25
　
理
事
会

　
　
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

４
　
月

　
16
　
Ｑ
Ｍ
Ｓ
　
更
新
審
査

　（
授
産
所
一
課
　
17
日
迄
）

　
18
　
保
護
者
会（

あ
ゆ
み
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
19
　
保
護
者
会
　  

（
あ
ゆ
み
地
活
）

５
　
月

　
18
　
春
季
レ
ク
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
22
　
監
事
監
査

　
　
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

　
23
　
村
山
特
別
支
援
校
見
学
来
所

（
法
人
施
設
）

　
31
　
理
事
会

　
　
　
春
季
レ
ク
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

６
　
月

　
16
　
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
運
動
会

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　
20
　
評
議
員
会
・
理
事
会

　７
　
月

　
12
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
授
産
所
）

　
19
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

（
法
人
施
設
）

　
23
　
地
震
避
難
訓
練
　  

（
さ
く
ら
）

１
　
月

　
15
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
18
　
就
労
定
着
支
援
連
絡
会
セ
ミ
ナ
ー

（
大
庭
）

　
21
　
多
摩
地
区
障
害
者
就
労
支
援

　
　
　
事
業
連
絡
会
　
　
　  

（
冨
田
）

　
22
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
27
　
発
達
障
害
講
習
会
　  

（
藤
澤
）

　
29
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
31
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤
　
２
月
１
日
迄
）

　

２
　
月

　
５
　
東
社
協
総
会
　
　
　  

（
永
井
）

　
６
　
瑞
穂
町
地
域
保
健
福
祉
審
議
会

（
五
十
嵐
）

　
８
　
権
利
擁
護
・
苦
情
対
応
研
修

（
永
井
・
小
俣
）

　
12
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　
13
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
利
根
川
・
冨
田
）

　
　
　
障
害
年
金
研
修
（
日
野
・
田
島
）

　
15
　
Ｗ
Ｉ
Ｊ
理
事
会
　
　  

（
高
橋
）

　
　
　
任
意
の
会
　  

（
戸
村
・
大
野
）

　
17
　
発
達
障
害
講
習
会
　  

（
藤
澤
）

　
18
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　
協
議
会
　
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
20
　
北
多
摩
西
部
施
設
連
絡
会（
高
橋
）

　
　
　
障
害
雇
用
連
絡
会
議  

（
戸
村
）

　
　
　
職
業
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
田
島
　
21
日
迄
）

　
21
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
全
大
会
　
　
　
　
　  

（
高
橋
）

　
25
　K

U
RU
M
IRU

事
業
者
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
永
井
・
田
中
）

　
26
　
マ
ー
レ
購
買
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
永
井
・
山
本
）

　
　
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
28
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
遠
藤
）

　
　
　
都
就
労
支
援
関
係
機
関
意
見

　
　
　
交
換
会 

　
　  

（
戸
村
・
大
野
）

　
　
　
高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

　（
冨
田
・
小
林
）

３
　
月

　
１
　
ゼ
ン
コ
ロ
総
会
　
　  

（
遠
藤
）

　
12
　
災
害
活
動
相
互
応
援
協
定
締
結

　
　
　
施
設
連
絡
会
　
　
　
　（
遠
藤
）

　
13
　
就
労
定
着
支
援
連
絡
会
セ
ミ
ナ
ー

（
西
出
）

　
16
　
知
的
発
達
障
害
部
学
習
会（西

出
）

　
18
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　
19
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　
　（
高
橋
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

　
　
　
　
　
　（
利
根
川
・
冨
田
）

　
25
　
精
神
医
療
地
域
連
携
連
絡
協
議
会

（
遠
藤
・
藤
澤
）

４
　
月

　
11
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤
　
12
日
迄
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

（
冨
田
）

　
13
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
事
業
所
見
学
会

（
熊
谷
・
遠
藤
）

　
16
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
17
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
24
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
・
小
俣
）

５
　
月

　
17
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

 

（
高
橋
・
冨
田
）

　
21
　
東
社
協
総
会
　
　
　   

（
永
井
）

　
21
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検

　
　
　
討
会
　
　
　
　（
神
山
・
小
俣
）

　
　
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
22
　
西
多
摩
就
労
支
援
連
絡
会（戸

村
）

　
24
　
Ｊ
Ｄ
総
会
　
　
　
　  

（
高
橋
）

　
30
　
安
全
運
転
管
理
者
講
習（

永
井
）

　
　
　
難
病
セ
ミ
ナ
ー
　
　  
（
冨
田
）

６
　
月

　
４
　
障
害
者
就
業
支
援
基
礎
研
修

（
小
林
　
６
日
迄
）

　
６
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
　
７
日
迄
）

　
　
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
多
摩
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
会
議

（
冨
田
）

　
７
　
精
神
就
労
定
着
連
絡
会

（
日
野
・
田
島
）

　
８
　
社
会
福
祉
主
事
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
田
中
　
12
日
迄
）

　
13
　
セ
ル
プ
研
究
大
会
　  

（
長
沼
）

　
　
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
北
多
摩
西
部
施
設
連
絡
会

（
五
十
嵐
）

　
18
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検
討
会

（
神
山
・
小
俣
）

　
19
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　
協
議
会
　
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
21
　
任
意
の
会
　
　
　
　  

（
大
野
）

　
　
　
多
摩
就
労
支
援
連
絡
会（

戸
村
）

　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄
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新 人 紹 介新 人 紹 介

■５月から入所しました。
　 自分は巨人軍とB’ｚの大ファ
ンです。ほかにもスターダス
トの音楽やきんトレや電車
などが好きです。とくいな事
はえきののりかえと高い声
がでることやえいようにつ
いてくわしいことです。

　 話をすることが好きなので
きがるに話しかけてくださ
い。これからみなさんのみほ
んになり楽しくおもしろく作
業していきたいです。よろし
くおねがいします。

セルプあかつき
大木　優弥 さん

■３月から入所しまし
た。
　セルプあかつきでい
ろんなことを学んで
いきたいと思います
のでよろしくお願い
致します。

セルプあかつき
辻本美登勢 さん

■４月から入所しまし
た。
　日々の訓練を頑張っ
ています。
　これからも訓練を頑
張っていきます。

セルプあかつき
　Ｓ・Ｎ さん

■８月より勤務してい
ます。
　上司や先輩に色々
と教わりながら、早
く吸収して仕事を
覚えたいです。今
後とも宜しくお願
い致します。

セルプあかつき
細川　大貴 さん

■２月より勤務させて
頂いております。施
設長をはじめ先輩
の職員の方々に助
けられ、充実した
日々を送らせて頂い
ております。ご利用
者様の就職したい！
という思いを大切に
して、私も一緒に頑
張っていきたいと思
っています。
セルプあかつき
齋藤しのぶ さん

■安全第一で仕事をし
ています。
　又、不慣れな仕事も
職員皆さんのアドバ
イスで頑張っていま
す。よろしくお願い
します。
　趣味：ゴルフ　神輿
　　　畑

授産所　送迎
竹嶋　文夫 さん

■北岡大輝です。
　ぼくはディズニーが
すきです。よろしく
おねがいします。

作業部３課
北岡　大輝 さん

■２月より勤務させて
頂いております。思
いがけない事や悩む
事もありますが職員
の皆さんの言葉や
利用者さん達の笑
顔に励まされていま
す。

作業部３課
比留間純世 さん

■今年の２月より作業
部一課で勤務させ
て頂いています。所
長をはじめ、先輩の
職員の方々に教わ
りながら充実した
日々を過ごしていま
す。どうぞ宜しくお
願い致します。
作業部１課
松本壮一郎 さん

■５月からまどかに入
りました。
　なかなか慣れない事
ばかりですが少しず
つ慣れるよう頑張り
たいです。
　よろしくお願いしま
す。

スペースまどか
菅原　好美 さん

■２月１日からさくら
で働いています。作
業の箱折は楽しいで
す。不良品を出して
しまうと辛いですが、
頑張っていきたいで
す。

さくら
佐々木義規 さん

■4月から福祉作業所
さくらで働かせてい
ただいています。
　慣れないこともあり
ご迷惑をおかけしま
すが、皆さんと楽し
くお仕事できるよう
　頑張ります。よろしく
お願い致します。
さくら
山﨑　茉利 さん

みなさんよろしくお願いしま～す！！みなさんよろしくお願いしま～す！！

2019（令和元）年度あかつきコロニー予算書
自2019年（平成31年）４月１日   至2020年（令和２年）３月31日

法人全体 （単位：千円）

勘　　定　　科　　目 本年度予算 前年度予算 差異

支
収
る
よ
に
動
活
業
事

入

　収

就労支援事業収入 99,660 100,220 △ 560

障害福祉サービス等事業収入 324,059 315,198 8,861

生活保護事業収入 400 350 50

その他事業収入 900 120 780

借入金利息補助金収入 29 35 △ 6

経常経費寄附金収入 270 320 △ 50

受取利息配当金収入 5 20 △ 15

その他の収入 993 1,025 △ 32

　事業活動収入計（１） 426,316 417,288 9,028

出

　支

人件費支出 263,238 253,236 10,002

事業費支出 30,563 30,048 515

事務費支出 25,394 27,416 △ 2,022

就労支援事業支出 99,660 98,720 940

支払利息支出 34 42 △ 8

その他の支出 200 300 △ 100

　事業活動支出計（２） 419,089 409,762 9,327

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２） 7,227 7,526 △ 299

支
収
る
よ
に
等
備
整
設
施

収 

入

施設整備等補助金収入 0 146 △ 146

設備資金借入金収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

　施設整備等収入計（４） 0 146 △ 146

支 
出

設備資金借入金元金償還支出 792 792 0

固定資産取得支出 0 146 △ 146

その他の施設整備等による支出 0 40 △ 40

　施設整備等支出計（５） 792 978 △ 186

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） △ 792 △ 832 40

支
収
る
よ
に
動
活
の
他
の
そ 収 

入

積立資産取崩収入 0 0 0

拠点区分間繰入金収入 9,300 7,930 1,370

サービス区分間繰入金収入 3,798 3,818 △ 20

　その他の活動による収入計（７） 13,098 11,748 1,350

支 

出

積立資産支出 6,000 9,500 △ 3,500

拠点区分間繰入金支出 9,300 7,930 1,370

サービス区分間繰入金支出 3,798 3,818 △ 20

　その他の活動による支出計（８） 19,098 21,248 △ 2,150

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） △ 6,000 △ 9,500 3,500

予備費支出（10） 435 644 △ 209

当期資金収支差額合計（11）=（３）＋（６）＋（９）－（10） 0 △ 3,450 3,450

前期末支払資金残高（12） 0 118,089 △ 118,089

当期末支払資金残高（11）＋（12） 0 114,639 △ 114,639

■23年ぶりの仕事で
あかつきコロニーに
入りました。作業の
皆様は一人一人とて
も素敵なものをもっ
ていると日々思いま
す。私も何か一つ誇
れる事を見つけて行
きたいと思います。
授産所　給食部
田村　小織 さん

■今年の３月初めに入
りました。日ごろ
色々と有り難うござ
います。
　皆様には、たいへん
感謝する次第でご
ざいます。
　今後も、頑張りたい
と思いますので、よ
ろしくお願いします。
スペースまどか
山本　雅英 さん

■まだ、入ったばかりで
すが、仕事もなれて
きたので、これから
も頑張ります。

作業部１課
乙幡　涼太 さん
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平
成
30
年
度
事
業
報
告

平
成
30
年
度
事
業
報
告

　
平
成
22
年
4
月
よ
り
武
蔵
村
山
市

の
隣
町
で
あ
る
自
然
豊
か
な
瑞
穂
町
の

指
定
管
理
者
と
し
て
「
瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
さ
く
ら
」（
就
労
継
続
支
援
B
型
・

定
員
30
名
）の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
に
明
る
く
利
用
者
・
職
員
で
力

を
合
わ
せ
て
日
々
の
作
業
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

　
開
所
し
9
年
が
経
過
し
2
0
2
0
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
は
10
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
利
用
者
の
特
性
や
、好
み
、技
能
等

に
合
わ
せ
た
、適
切
な
作
業
支
援
が
提

供
で
き
る
よ
う
、様
々
な
作
業
を
設
け
、

余
暇
活
動
支
援
と
組
み
合
わ
せ
る
中

で
、日
中
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
作
業
は
協
力
業
者
か
ら
頂

い
て
い
る
箱
折
・
自
動
車
部
品
組
立
・

衝
緩
材
組
立
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
施
設
外
作
業
と
し
て
瑞
穂

町
と
請
負
契
約
を
締
結
し
多
岐
に
渡

る
施
設
外
就
労
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
み
ず
ほ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
選
瓶
作
業

　
町
内
で
収
集
さ
れ
た
瓶
を
色
分
け

し
、
再
生
可
能
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
流
れ
て
く
る

様
々
な
瓶
を
選
別
し
色
分
け
さ
れ
た

ブ
ー
ス
毎
に
処
理
し
て
い
く
作
業
で

す
。
瓶
に
付
属
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
プ
部

分
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
）
も
工
具

を
駆
使
し
て
取
り
外
し
、
流
れ
て
く

る
瓶
の
選
別
も
行
う
為
、
一
時
も
目

が
離
せ
な
い
、
大
変
な
作
業
で
す
。

②
公
園
等
管
理
委
託

（
か
す
が
公
園
・
若
草
公
園
）

　
公
園
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
春
先
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は
雑

草
、
秋
口
か
ら
は
落
ち
葉
が
あ
っ
と

い
う
間
に
公
園
全
体
を
覆
い
つ
く
し

て
し
ま
う
為
、
小
ま
め
に
出
向
き
除

草
・
清
掃
作
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
の
行
事
や
近
隣
の
子
供
達
も
多

く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
安
全
か
つ
健
全

な
遊
び
場
所
を
提
供
出
来
る
様
に
努

め
て
い
ま
す
。

③
瑞
穂
斎
場
周
辺
美
化

　
斎
場
周
辺
の
徒
歩
で
全
長
５
㎞
程

度
を
２
時
間
か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し

て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
空
き

缶
、
弁
当
の
容
器
等
、
作
業
終
了
時

に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る

程
、
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
、
悲
し
い
現
状
も
あ
り
ま

す
が
、
作
業
中
に
近
隣
の
方
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
事
も
多

く
、
利
用
者
・
職
員
も
奮
起
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

④
瑞
穂
斎
場
内
除
草
作
業

　
斎
場
内
の
除
草
作
業
を
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
春
先
は
さ
く
ら
の
季

節
で
斎
場
の
正
門
前
の
景
色
は
圧
巻

で
す
。
し
か
し
、
無
情
に
も
花
び
ら

は
舞
い
散
る
為
、
全
力
で
自
然
と
戦

っ
て
い
ま
す
。

⑤
町
民
農
園
ト
イ
レ
清
掃

　
施
設
の
裏
手
に
あ
る
町
民
農
園
に

設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
清
掃
を
週

１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
の
野
菜
の
収
穫
に
合
わ

せ
て
来
園
者
も
多
く
、
ト
イ
レ
を
利

用
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
来
園
者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
使

用
で
き
る
事
を
心
掛
け
、
気
持
ち
を

込
め
て
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　
当
年
度
は
３
年
毎
の
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
の
見
直
し
に
よ
る
報

酬
改
定
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
今

回
の
改
訂
で
は
各
々
の
事
業
で
求
め

ら
れ
る
成
果
の
実
績
に
基
づ
い
て
基
本

報
酬
単
価
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り
支
援
の
質
に
応
じ
た
評
価
設
定

に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
2
・
0

％
か
ら
2
・
2
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た

一
方
で
、
中
央
省
庁
の
障
が
い
者
雇
用

水
増
し
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。

国
は
企
業
に
対
し
障
が
い
者
雇
用
を

推
し
進
め
る
一
方
で
、
身
内
で
の
不
正

が
見
逃
さ
れ
て
き
た
。
何
故
こ
の
よ
う

な
事
態
が
起
こ
っ
た
の
か
を
考
え
た
時

に
、
そ
の
裏
に
障
が
い
者
を
雇
用
す
る

こ
と
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
本
音

が
垣
間
見
え
る
。
問
題
の
根
底
に
は
偏

見
や
差
別
が
潜
ん
で
い
な
い
か
。
法
や

制
度
を
整
備
し
、
実
行
を
促
し
た
と

こ
ろ
で
己
の
足
元
が
疎
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
今
後
の

国
の
対
応
に
注
目
し
た
い
。

　
社
会
福
祉
法
人
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
、

あ
か
つ
き
授
産
所
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど

か
に
お
い
て
東
京
都
の
実
地
検
査
が

行
わ
れ
た
。
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
て
か
ら
初
め
て
の
実
地
検
査
と
な
っ

た
。
改
正
法
の
下
で
の
法
人
及
び
施
設

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

の
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
年
度
は
、
非
常
勤
職
員
か
ら
正

規
従
業
員
へ
の
転
換
が
１
名
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規

雇
用
へ
の
転
換
は
あ
っ
た
が
、一
般
公

募
か
ら
の
応
募
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
ま
た
、
１
名
の

職
員
が
介
護
休
業
を
取
得
し
た
。
介

護
休
業
の
取
得
は
法
人
で
も
初
め
て

と
な
っ
た
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　
就
労
移
行
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
に
於
い
て
、
新

た
に
就
労
移
行
支
援
か
ら
一
般
就
労

し
た
利
用
者
を
対
象
と
し
た
就
労
定

着
支
援
事
業
を
10
月
よ
り
開
始
。
７

名
の
支
援
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、一
般
就
職
者
数
は
、
セ
ル
プ

あ
か
つ
き
か
ら
５
名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
か
ら
２
名
、
あ
か
つ
き
授
産
所
及

び
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
か
ら
各
１
名

と
、
合
計
９
名
を
出
す
事
が
で
き
た
。

　
福
祉
事
業
活
動
収
支
は
、
法
人
施

設
に
於
い
て
は
級
地
等
級
が
上
が
っ
た

一
方
で
報
酬
改
定
の
影
響
も
大
き
か
っ

た
。
法
人
の
３
つ
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
の
基
本
報
酬
単
位
は
多
少
増
え
た

も
の
の
、
廃
止
さ
れ
た
目
標
工
賃
達
成

加
算
を
補
う
に
は
至
ら
ず
、
ま
た
、
定

員
数
を
基
準
と
し
た
就
労
実
績
に
よ

る
就
労
移
行
支
援
の
基
本
報
酬
単
価

の
設
定
は
、
定
員
を
大
き
く
下
回
る
セ

ル
プ
あ
か
つ
き
に
と
っ
て
は
大
打
撃
と

な
っ
た
。
法
人
全
体
で
は
当
期
事
業
活

動
増
減
差
額
が
7
9
9
万
円
、
当
期

資
金
収
支
差
額
で
は
82
万
円
と
な
っ

た
。
修
繕
や
建
替
え
の
為
の
積
立
資

産
と
し
て
合
計
8
5
0
万
円
を
計
上

し
た
。

　
人
事
考
課
制
度
に
よ
り
半
年
に
一

度
、
各
職
員
と
上
位
職
員
が
個
別
面

談
を
通
し
て
、
業
務
上
の
課
題
や
目
標

を
確
認
し
た
。

　
法
人
施
設
に
於
い
て
は
、
合
同
で
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
活
動
を
行
い
、

リ
ス
ク
発
生
状
況
の
把
握
と
リ
ス
ク

対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
通
所

時
の
見
守
り
支
援
を
実
施
し
た
。

　
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

虐
待
防
止
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
や

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
会
議
の

実
施
、虐
待
防
止
委
員
会
を
開
催
し
た
。

東
京
都
や
東
社
協
、
地
域
自
立
支
援

協
議
会
、一
般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
等

主
催
の
外
部
研
修
へ
も
積
極
的
に
参

加
し
た
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　
就
労
支
援
事
業
は
、
法
人
全
体
で

事
業
活
動
増
減
差
額
が
△
90
万
円
だ

っ
た
。
内
訳
は
、
あ
か
つ
き
授
産
所
が

1
4
6
万
円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
が

△
90
万
円
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
が

0
．5
万
円
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
が
△

1
4
6
万
円
と
な
っ
た
。

　
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
る
作
業
部
１
課
に
於
い
て
は
、

I
S
O
9
0
0
1
の
2
0
1
5
年
度
版

へ
移
行
し
た
。
ま
た
、
印
刷
事
業
に
於

い
て
は
前
年
度
に
引
き
続
き
事
業
の

縮
小
を
進
め
た
。
軽
作
業
を
主
に
行
っ

て
い
る
作
業
部
３
課
で
は
新
た
に
洗

濯
作
業
を
開
始
、
売
上
げ
を
大
き
く

伸
ば
し
た
。
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
で

は
新
規
事
業
と
し
て
自
主
製
品
制
作

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
検
討
に
入
っ
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
あ
か
つ
き
授

産
所
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の
２
事
業

所
に
於
い
て
利
用
者
の
平
均
工
賃
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
地
域
福
祉
】

　
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理
契
約
の
も

と
、
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
の
運
営
を
開
始
し
３
年
が

経
過
し
た
。
運
営
も
落
ち
着
き
、
従
来

の
支
援
方
針
や
運
営
内
容
を
継
続
し

信
頼
関
係
作
り
を
継
続
し
な
が
ら
法

人
の
特
徴
と
方
針
に
沿
っ
た
取
組
み

を
行
っ
た
。
同
じ
く
瑞
穂
町
と
の
指
定

管
理
契
約
の
も
と
運
営
し
て
い
る
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
瑞
穂
町
福
祉
作
業

所
に
於
い
て
は
、
運
営
開
始
よ
り
９
年

で
初
め
て
利
用
者
を
一
般
就
労
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
開
設
し
て
６
年
が
経
過
し
た
。

緊
急
ケ
ー
ス
や
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

が
増
え
る
中
、
計
画
等
の
作
成
数
は

3
7
5
件
と
な
り
前
年
度
並
だ
っ
た
。

内
94
件
が
障
が
い
児
だ
っ
た
。

　
武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
３
月
末
現
在
登
録

研修報告

　
　

職場紹介

瑞 穂 町
福祉作業所



5 ８

者
数
が
3
1
8
名
と
な
り
、
就
職
者
は

53
名
で
開
設
以
来
初
め
て
50
名
を
上

回
っ
た
。
新
規
登
録
者
は
33
名
だ
っ
た
。

と
ら
い
独
自
に
２
つ
の
企
業
と
の
面
談

会
を
実
施
し
、
雇
用
に
繋
げ
る
事
が

で
き
た
。

　
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
３
月
末
現
在
の
登
録
者
は

1
2
8
名
と
な
り
、
就
職
者
数
は
19

名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
新
規
登
録

者
は
11
名
だ
っ
た
。
職
場
開
拓
に
よ
り

４
名
の
採
用
に
繋
が
っ
た
。

　
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の

自
立
支
援
協
議
会
と
こ
れ
に
付
随
す

る
専
門
部
会
へ
の
職
員
派
遣
、
武
蔵
村

山
市
障
害
支
援
区
分
審
査
会
（
介
護

給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審
査
会
）

へ
の
職
員
派
遣
、
各
関
係
機
関
や
団
体

と
の
連
絡
会
や
会
議
へ
の
参
画
を
通

し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
共
有
を

図
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
公
益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

例
年
通
り
地
域
子
ど
も
交
流
会
を
実

施
し
た
他
に
、
瑞
穂
町
に
て
生
活
困
窮

者
等
の
相
談
支
援
の
実
施
機
関
と
連

携
し
、
当
法
人
の
障
が
い
者
就
労
支

援
の
専
門
性
を
生
か
し
て
生
活
困
窮

者
等
の
就
労
準
備
の
支
援
を
開
始
し

た
。

貸　借　対　照　表
平成31年３月31日現在

（単位：円）
資    産    の    部 負    債    の    部

純   資　産  の   部

当年度末 前年度末 増    減 当年度末 前年度末 増    減

流動資産 146,219,961 142,549,126 3,670,835 流動負債 36,719,249 34,053,326 2,665,923

  現金預金 116,630,889 109,113,639 7,517,250   事業未払金 12,773,320 10,685,235 2,088,085

  事業未収金 8,105,831 10,464,926 △ 2,359,095   その他の未払金 19,606,688 17,856,593 1,750,095

  未収金 31,563,316 32,718,647 △ 1,155,331
  1年以内返済予定設
備資金借入金

792,000 792,000

  受取手形 548,192 448,031 100,161   未払費用 2,489,176 3,324,735 △ 835,559

  商品・製品 1,002,496 983,661 18,835   預り金 28,801 25,376 3,425

  原材料 2,400,238 1,696,219 704,019   職員預り金 3,695,067 114,333 3,580,734

  立替金 561,592 1,350,326 △ 788,734   仮受金 4,459,107 △ 4,459,107

  前払金 39,768 △ 39,768   賞与引当金 12,020,000 11,481,750 538,250

  前払費用 63,210 184,902 △ 121,692   その他の流動負債 △ 14,685,803 △ 14,685,803

  仮払金 30,000 234,810 △ 204,810 固定負債 3,168,000 3,960,000 △ 792,000

  その他の流動資産 △ 14,685,803 △ 14,685,803   設備資金借入金 3,168,000 3,960,000 △ 792,000

固定資産 261,372,329 260,007,848 1,364,481 負債の部合計 39,887,249 38,013,326 1,873,923

基本財産 208,738,244 213,259,787 △ 4,521,543

  土地 92,920,862 92,920,862

  建物 115,517,382 120,338,925 △ 4,821,543 基本金 156,178,608 156,178,608

基本特定積立資産 300,000 300,000   基本金 156,178,608 156,178,608

その他の固定資産 52,634,085 46,748,061 5,886,024 国庫補助金等特別積立金 115,011,490 119,838,917 △ 4,827,427

  構築物 2 2   国庫補助金等特別積立金 115,011,490 119,838,917 △ 4,827,427

  機械及び装置 1,296,121 2,673,866 △ 1,377,745 その他の積立金 46,791,748 38,291,748 8,500,000

  車輌運搬具 5 8 △ 3   備品購入積立預金 9,000,000 7,000,000 2,000,000

  器具及び備品 4,629,440 5,644,491 △ 1,015,051   修繕積立預金 16,745,000 13,245,000 3,500,000

  権利 177,714 177,714   基本特定積立資産 300,000 300,000

  備品購入積立資産 10,184,337 8,184,337 2,000,000   その他の積立金 20,746,748 17,746,748 3,000,000

  修繕積立資産 26,838,886 23,338,886 3,500,000

　人件費積立資産 2,468,525 2,468,525 次期繰越活動増減差額 49,723,195 50,234,375 △ 511,180

  基本特定積立資産 300,000 △ 300,000   次期繰越活動増減差額 49,723,195 50,234,375 △ 511,180

　施設整備積立資産 7,000,000 4,000,000 3,000,000   （うち当期活動増減差額） 7,988,820 5,532,830 2,455,990

  長期前払費用 39,055 △ 39,768 78,823

純資産の部合計 367,705,041 364,543,648 3,161,393

資産の部合計 407,592,290 402,556,974 5,035,316 負債及び純資産の部合計 407,592,290 402,556,974 5,035,316

財　  産　  目　  録
平成 31年 3 月 31日 現在

（単位：円）　
貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

 Ⅰ　資産の部
 １　流動資産
 　現金預金 ― 運転資金として ― ― 116,630,889
 　事業未収金 ― 就労支援事業収入未収金 ― ― 8,105,831
 　未収金 ― ３月分　訓練等給付費 ― ― 31,563,316
 　受取手形 ― 就労支援事業収入未収金 ― ― 548,192
 　商品・製品 ― 就労支援事業商品棚卸し ― ― 1,002,496
 　原材料 ― 就労支援事業材料棚卸し ― ― 2,400,238
 　立替金 ― ３月分　水道光熱費　他 ― ― 561,592
 　前払費用 ― 保険料 ― ― 63,210
 　仮払金 ― ３月分　諸経費 ― ― 30,000
 　その他の流動資産 ― ― ― △ 14,685,803

　　　　　　流動資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146,219,961
 ２　固定資産
　（1） 基本財産
 　土地 法人本部拠点４ 第二種社会福祉事業、公益

事業に使用 92,920,862 92,920,862

 　建物 法人本部拠点７、
あかつき授産所拠点１

第二種社会福祉事業、公益
事業に使用 385,993,499 270,476,117 115,517,382

 　基本特定積立資産 基本財産として保有する ― ― 300,000
　　　　　　基本財産合計 208,738,244

　（2） その他の固定資産

 　構築物 避難用ブリッジ
あかつき授産所拠点

― 第二種社会福祉事業である
あかつき授産所に使用 675,000 674,998 2

 　機械及び装置 四色機等　計 35 点 ― 事業運営に使用 107,954,052 106,657,931 1,296,121
 　車輌運搬具 計８台 ― 利用者送迎、就労支援事業用 9,860,124 9,860,119 5
 　器具及び備品 PC、空調設備等　計 62 点 ― 事業運営に使用 24,600,624 19,971,184 4,629,440
 　権利 電話加入権 ― 事業運営に使用 ― ― 177,714
 　備品購入積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械等の購入・

交換の目的のための積立 ― ― 10,184,337

 　修繕積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械・建物等の修理・
修繕の目的のための積立 ― ― 26,838,886

 　人件費積立資産 多摩信用金庫　残堀支店 ― 給与及び賃金等、職員処遇に
必要な経費に充てるための積立 ― ― 2,468,525

 　施設整備積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 将来における建物建替えの
目的のための積立 ― ― 7,000,000

 　長期前払費用 ― 保険料 ― ― 39,055
その他の固定資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　52,634,085

　　　　　　固定資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　261,372,329
　　　　　　資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　407,592,290

 Ⅱ　負債の部
 １　流動負債
 　事業未払金 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 12,773,320
 　その他の未払金 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 19,606,688
 　1 年以内返済予定
 　設備資金借入金

独立行政法人
福祉医療機構

― ― ― 792,000

 　未払費用 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 2,489,176
 　預り金 ３月分　雇用保険料 ― ― ― 28,801
 　職員預り金 ３月分　社会保険料　他 ― ― ― 3,695,067
 　賞与引当金 ― ― ― 12,020,000
 　その他の流動負債 ― ― ― △14,685,803

　　　　　　流動負債合計 36,719,249
 ２　固定負債

設備資金借入金 独立行政法人
福祉医療機構 ― ― ― 3,168,000

　　　　　　固定負債合計 3,168,000
　　　　　　負債合計 39,887,249
　　　　　　差引純資産 367,705,041
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5 ８

者
数
が
3
1
8
名
と
な
り
、
就
職
者
は

53
名
で
開
設
以
来
初
め
て
50
名
を
上

回
っ
た
。
新
規
登
録
者
は
33
名
だ
っ
た
。

と
ら
い
独
自
に
２
つ
の
企
業
と
の
面
談

会
を
実
施
し
、
雇
用
に
繋
げ
る
事
が

で
き
た
。

　
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
３
月
末
現
在
の
登
録
者
は

1
2
8
名
と
な
り
、
就
職
者
数
は
19

名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
新
規
登
録

者
は
11
名
だ
っ
た
。
職
場
開
拓
に
よ
り

４
名
の
採
用
に
繋
が
っ
た
。

　
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の

自
立
支
援
協
議
会
と
こ
れ
に
付
随
す

る
専
門
部
会
へ
の
職
員
派
遣
、
武
蔵
村

山
市
障
害
支
援
区
分
審
査
会
（
介
護

給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審
査
会
）

へ
の
職
員
派
遣
、
各
関
係
機
関
や
団
体

と
の
連
絡
会
や
会
議
へ
の
参
画
を
通

し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
共
有
を

図
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
公
益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

例
年
通
り
地
域
子
ど
も
交
流
会
を
実

施
し
た
他
に
、
瑞
穂
町
に
て
生
活
困
窮

者
等
の
相
談
支
援
の
実
施
機
関
と
連

携
し
、
当
法
人
の
障
が
い
者
就
労
支

援
の
専
門
性
を
生
か
し
て
生
活
困
窮

者
等
の
就
労
準
備
の
支
援
を
開
始
し

た
。

貸　借　対　照　表
平成31年３月31日現在

（単位：円）
資    産    の    部 負    債    の    部

純   資　産  の   部

当年度末 前年度末 増    減 当年度末 前年度末 増    減

流動資産 146,219,961 142,549,126 3,670,835 流動負債 36,719,249 34,053,326 2,665,923

  現金預金 116,630,889 109,113,639 7,517,250   事業未払金 12,773,320 10,685,235 2,088,085

  事業未収金 8,105,831 10,464,926 △ 2,359,095   その他の未払金 19,606,688 17,856,593 1,750,095

  未収金 31,563,316 32,718,647 △ 1,155,331
  1年以内返済予定設
備資金借入金

792,000 792,000

  受取手形 548,192 448,031 100,161   未払費用 2,489,176 3,324,735 △ 835,559

  商品・製品 1,002,496 983,661 18,835   預り金 28,801 25,376 3,425

  原材料 2,400,238 1,696,219 704,019   職員預り金 3,695,067 114,333 3,580,734

  立替金 561,592 1,350,326 △ 788,734   仮受金 4,459,107 △ 4,459,107

  前払金 39,768 △ 39,768   賞与引当金 12,020,000 11,481,750 538,250

  前払費用 63,210 184,902 △ 121,692   その他の流動負債 △ 14,685,803 △ 14,685,803

  仮払金 30,000 234,810 △ 204,810 固定負債 3,168,000 3,960,000 △ 792,000

  その他の流動資産 △ 14,685,803 △ 14,685,803   設備資金借入金 3,168,000 3,960,000 △ 792,000

固定資産 261,372,329 260,007,848 1,364,481 負債の部合計 39,887,249 38,013,326 1,873,923

基本財産 208,738,244 213,259,787 △ 4,521,543

  土地 92,920,862 92,920,862

  建物 115,517,382 120,338,925 △ 4,821,543 基本金 156,178,608 156,178,608

基本特定積立資産 300,000 300,000   基本金 156,178,608 156,178,608

その他の固定資産 52,634,085 46,748,061 5,886,024 国庫補助金等特別積立金 115,011,490 119,838,917 △ 4,827,427

  構築物 2 2   国庫補助金等特別積立金 115,011,490 119,838,917 △ 4,827,427

  機械及び装置 1,296,121 2,673,866 △ 1,377,745 その他の積立金 46,791,748 38,291,748 8,500,000

  車輌運搬具 5 8 △ 3   備品購入積立預金 9,000,000 7,000,000 2,000,000

  器具及び備品 4,629,440 5,644,491 △ 1,015,051   修繕積立預金 16,745,000 13,245,000 3,500,000

  権利 177,714 177,714   基本特定積立資産 300,000 300,000

  備品購入積立資産 10,184,337 8,184,337 2,000,000   その他の積立金 20,746,748 17,746,748 3,000,000

  修繕積立資産 26,838,886 23,338,886 3,500,000

　人件費積立資産 2,468,525 2,468,525 次期繰越活動増減差額 49,723,195 50,234,375 △ 511,180

  基本特定積立資産 300,000 △ 300,000   次期繰越活動増減差額 49,723,195 50,234,375 △ 511,180

　施設整備積立資産 7,000,000 4,000,000 3,000,000   （うち当期活動増減差額） 7,988,820 5,532,830 2,455,990

  長期前払費用 39,055 △ 39,768 78,823

純資産の部合計 367,705,041 364,543,648 3,161,393

資産の部合計 407,592,290 402,556,974 5,035,316 負債及び純資産の部合計 407,592,290 402,556,974 5,035,316

財　  産　  目　  録
平成 31年 3 月 31日 現在

（単位：円）　
貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

 Ⅰ　資産の部
 １　流動資産
 　現金預金 ― 運転資金として ― ― 116,630,889
 　事業未収金 ― 就労支援事業収入未収金 ― ― 8,105,831
 　未収金 ― ３月分　訓練等給付費 ― ― 31,563,316
 　受取手形 ― 就労支援事業収入未収金 ― ― 548,192
 　商品・製品 ― 就労支援事業商品棚卸し ― ― 1,002,496
 　原材料 ― 就労支援事業材料棚卸し ― ― 2,400,238
 　立替金 ― ３月分　水道光熱費　他 ― ― 561,592
 　前払費用 ― 保険料 ― ― 63,210
 　仮払金 ― ３月分　諸経費 ― ― 30,000
 　その他の流動資産 ― ― ― △ 14,685,803

　　　　　　流動資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146,219,961
 ２　固定資産
　（1） 基本財産
 　土地 法人本部拠点４ 第二種社会福祉事業、公益

事業に使用 92,920,862 92,920,862

 　建物 法人本部拠点７、
あかつき授産所拠点１

第二種社会福祉事業、公益
事業に使用 385,993,499 270,476,117 115,517,382

 　基本特定積立資産 基本財産として保有する ― ― 300,000
　　　　　　基本財産合計 208,738,244

　（2） その他の固定資産

 　構築物 避難用ブリッジ
あかつき授産所拠点

― 第二種社会福祉事業である
あかつき授産所に使用 675,000 674,998 2

 　機械及び装置 四色機等　計 35 点 ― 事業運営に使用 107,954,052 106,657,931 1,296,121
 　車輌運搬具 計８台 ― 利用者送迎、就労支援事業用 9,860,124 9,860,119 5
 　器具及び備品 PC、空調設備等　計 62 点 ― 事業運営に使用 24,600,624 19,971,184 4,629,440
 　権利 電話加入権 ― 事業運営に使用 ― ― 177,714
 　備品購入積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械等の購入・

交換の目的のための積立 ― ― 10,184,337

 　修繕積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械・建物等の修理・
修繕の目的のための積立 ― ― 26,838,886

 　人件費積立資産 多摩信用金庫　残堀支店 ― 給与及び賃金等、職員処遇に
必要な経費に充てるための積立 ― ― 2,468,525

 　施設整備積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 将来における建物建替えの
目的のための積立 ― ― 7,000,000

 　長期前払費用 ― 保険料 ― ― 39,055
その他の固定資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　52,634,085

　　　　　　固定資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　261,372,329
　　　　　　資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　407,592,290

 Ⅱ　負債の部
 １　流動負債
 　事業未払金 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 12,773,320
 　その他の未払金 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 19,606,688
 　1 年以内返済予定
 　設備資金借入金

独立行政法人
福祉医療機構

― ― ― 792,000

 　未払費用 ３月分　水道光熱費　他 ― ― ― 2,489,176
 　預り金 ３月分　雇用保険料 ― ― ― 28,801
 　職員預り金 ３月分　社会保険料　他 ― ― ― 3,695,067
 　賞与引当金 ― ― ― 12,020,000
 　その他の流動負債 ― ― ― △14,685,803

　　　　　　流動負債合計 36,719,249
 ２　固定負債

設備資金借入金 独立行政法人
福祉医療機構 ― ― ― 3,168,000

　　　　　　固定負債合計 3,168,000
　　　　　　負債合計 39,887,249
　　　　　　差引純資産 367,705,041
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成
30
年
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平
成
30
年
度
事
業
報
告

　
平
成
22
年
4
月
よ
り
武
蔵
村
山
市

の
隣
町
で
あ
る
自
然
豊
か
な
瑞
穂
町
の

指
定
管
理
者
と
し
て
「
瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
さ
く
ら
」（
就
労
継
続
支
援
B
型
・

定
員
30
名
）の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
に
明
る
く
利
用
者
・
職
員
で
力

を
合
わ
せ
て
日
々
の
作
業
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

　
開
所
し
9
年
が
経
過
し
2
0
2
0
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
は
10
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
利
用
者
の
特
性
や
、好
み
、技
能
等

に
合
わ
せ
た
、適
切
な
作
業
支
援
が
提

供
で
き
る
よ
う
、様
々
な
作
業
を
設
け
、

余
暇
活
動
支
援
と
組
み
合
わ
せ
る
中

で
、日
中
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
作
業
は
協
力
業
者
か
ら
頂

い
て
い
る
箱
折
・
自
動
車
部
品
組
立
・

衝
緩
材
組
立
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
施
設
外
作
業
と
し
て
瑞
穂

町
と
請
負
契
約
を
締
結
し
多
岐
に
渡

る
施
設
外
就
労
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
み
ず
ほ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
選
瓶
作
業

　
町
内
で
収
集
さ
れ
た
瓶
を
色
分
け

し
、
再
生
可
能
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
流
れ
て
く
る

様
々
な
瓶
を
選
別
し
色
分
け
さ
れ
た

ブ
ー
ス
毎
に
処
理
し
て
い
く
作
業
で

す
。
瓶
に
付
属
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
プ
部

分
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
）
も
工
具

を
駆
使
し
て
取
り
外
し
、
流
れ
て
く

る
瓶
の
選
別
も
行
う
為
、
一
時
も
目

が
離
せ
な
い
、
大
変
な
作
業
で
す
。

②
公
園
等
管
理
委
託

（
か
す
が
公
園
・
若
草
公
園
）

　
公
園
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
春
先
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は
雑

草
、
秋
口
か
ら
は
落
ち
葉
が
あ
っ
と

い
う
間
に
公
園
全
体
を
覆
い
つ
く
し

て
し
ま
う
為
、
小
ま
め
に
出
向
き
除

草
・
清
掃
作
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
の
行
事
や
近
隣
の
子
供
達
も
多

く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
安
全
か
つ
健
全

な
遊
び
場
所
を
提
供
出
来
る
様
に
努

め
て
い
ま
す
。

③
瑞
穂
斎
場
周
辺
美
化

　
斎
場
周
辺
の
徒
歩
で
全
長
５
㎞
程

度
を
２
時
間
か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し

て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
空
き

缶
、
弁
当
の
容
器
等
、
作
業
終
了
時

に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る

程
、
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
、
悲
し
い
現
状
も
あ
り
ま

す
が
、
作
業
中
に
近
隣
の
方
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
事
も
多

く
、
利
用
者
・
職
員
も
奮
起
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

④
瑞
穂
斎
場
内
除
草
作
業

　
斎
場
内
の
除
草
作
業
を
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
春
先
は
さ
く
ら
の
季

節
で
斎
場
の
正
門
前
の
景
色
は
圧
巻

で
す
。
し
か
し
、
無
情
に
も
花
び
ら

は
舞
い
散
る
為
、
全
力
で
自
然
と
戦

っ
て
い
ま
す
。

⑤
町
民
農
園
ト
イ
レ
清
掃

　
施
設
の
裏
手
に
あ
る
町
民
農
園
に

設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
清
掃
を
週

１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
の
野
菜
の
収
穫
に
合
わ

せ
て
来
園
者
も
多
く
、
ト
イ
レ
を
利

用
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
来
園
者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
使

用
で
き
る
事
を
心
掛
け
、
気
持
ち
を

込
め
て
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　
当
年
度
は
３
年
毎
の
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
の
見
直
し
に
よ
る
報

酬
改
定
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
今

回
の
改
訂
で
は
各
々
の
事
業
で
求
め

ら
れ
る
成
果
の
実
績
に
基
づ
い
て
基
本

報
酬
単
価
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り
支
援
の
質
に
応
じ
た
評
価
設
定

に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
2
・
0

％
か
ら
2
・
2
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た

一
方
で
、
中
央
省
庁
の
障
が
い
者
雇
用

水
増
し
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。

国
は
企
業
に
対
し
障
が
い
者
雇
用
を

推
し
進
め
る
一
方
で
、
身
内
で
の
不
正

が
見
逃
さ
れ
て
き
た
。
何
故
こ
の
よ
う

な
事
態
が
起
こ
っ
た
の
か
を
考
え
た
時

に
、
そ
の
裏
に
障
が
い
者
を
雇
用
す
る

こ
と
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
本
音

が
垣
間
見
え
る
。
問
題
の
根
底
に
は
偏

見
や
差
別
が
潜
ん
で
い
な
い
か
。
法
や

制
度
を
整
備
し
、
実
行
を
促
し
た
と

こ
ろ
で
己
の
足
元
が
疎
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
今
後
の

国
の
対
応
に
注
目
し
た
い
。

　
社
会
福
祉
法
人
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
、

あ
か
つ
き
授
産
所
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど

か
に
お
い
て
東
京
都
の
実
地
検
査
が

行
わ
れ
た
。
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
て
か
ら
初
め
て
の
実
地
検
査
と
な
っ

た
。
改
正
法
の
下
で
の
法
人
及
び
施
設

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

の
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
年
度
は
、
非
常
勤
職
員
か
ら
正

規
従
業
員
へ
の
転
換
が
１
名
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規

雇
用
へ
の
転
換
は
あ
っ
た
が
、一
般
公

募
か
ら
の
応
募
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
ま
た
、
１
名
の

職
員
が
介
護
休
業
を
取
得
し
た
。
介

護
休
業
の
取
得
は
法
人
で
も
初
め
て

と
な
っ
た
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　
就
労
移
行
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
に
於
い
て
、
新

た
に
就
労
移
行
支
援
か
ら
一
般
就
労

し
た
利
用
者
を
対
象
と
し
た
就
労
定

着
支
援
事
業
を
10
月
よ
り
開
始
。
７

名
の
支
援
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、一
般
就
職
者
数
は
、
セ
ル
プ

あ
か
つ
き
か
ら
５
名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
か
ら
２
名
、
あ
か
つ
き
授
産
所
及

び
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
か
ら
各
１
名

と
、
合
計
９
名
を
出
す
事
が
で
き
た
。

　
福
祉
事
業
活
動
収
支
は
、
法
人
施

設
に
於
い
て
は
級
地
等
級
が
上
が
っ
た

一
方
で
報
酬
改
定
の
影
響
も
大
き
か
っ

た
。
法
人
の
３
つ
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
の
基
本
報
酬
単
位
は
多
少
増
え
た

も
の
の
、
廃
止
さ
れ
た
目
標
工
賃
達
成

加
算
を
補
う
に
は
至
ら
ず
、
ま
た
、
定

員
数
を
基
準
と
し
た
就
労
実
績
に
よ

る
就
労
移
行
支
援
の
基
本
報
酬
単
価

の
設
定
は
、
定
員
を
大
き
く
下
回
る
セ

ル
プ
あ
か
つ
き
に
と
っ
て
は
大
打
撃
と

な
っ
た
。
法
人
全
体
で
は
当
期
事
業
活

動
増
減
差
額
が
7
9
9
万
円
、
当
期

資
金
収
支
差
額
で
は
82
万
円
と
な
っ

た
。
修
繕
や
建
替
え
の
為
の
積
立
資

産
と
し
て
合
計
8
5
0
万
円
を
計
上

し
た
。

　
人
事
考
課
制
度
に
よ
り
半
年
に
一

度
、
各
職
員
と
上
位
職
員
が
個
別
面

談
を
通
し
て
、
業
務
上
の
課
題
や
目
標

を
確
認
し
た
。

　
法
人
施
設
に
於
い
て
は
、
合
同
で
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
活
動
を
行
い
、

リ
ス
ク
発
生
状
況
の
把
握
と
リ
ス
ク

対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
通
所

時
の
見
守
り
支
援
を
実
施
し
た
。

　
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

虐
待
防
止
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
や

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
会
議
の

実
施
、虐
待
防
止
委
員
会
を
開
催
し
た
。

東
京
都
や
東
社
協
、
地
域
自
立
支
援

協
議
会
、一
般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
等

主
催
の
外
部
研
修
へ
も
積
極
的
に
参

加
し
た
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　
就
労
支
援
事
業
は
、
法
人
全
体
で

事
業
活
動
増
減
差
額
が
△
90
万
円
だ

っ
た
。
内
訳
は
、
あ
か
つ
き
授
産
所
が

1
4
6
万
円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
が

△
90
万
円
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
が

0
．5
万
円
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
が
△

1
4
6
万
円
と
な
っ
た
。

　
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
る
作
業
部
１
課
に
於
い
て
は
、

I
S
O
9
0
0
1
の
2
0
1
5
年
度
版

へ
移
行
し
た
。
ま
た
、
印
刷
事
業
に
於

い
て
は
前
年
度
に
引
き
続
き
事
業
の

縮
小
を
進
め
た
。
軽
作
業
を
主
に
行
っ

て
い
る
作
業
部
３
課
で
は
新
た
に
洗

濯
作
業
を
開
始
、
売
上
げ
を
大
き
く

伸
ば
し
た
。
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
で

は
新
規
事
業
と
し
て
自
主
製
品
制
作

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
検
討
に
入
っ
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
あ
か
つ
き
授

産
所
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の
２
事
業

所
に
於
い
て
利
用
者
の
平
均
工
賃
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
地
域
福
祉
】

　
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理
契
約
の
も

と
、
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
の
運
営
を
開
始
し
３
年
が

経
過
し
た
。
運
営
も
落
ち
着
き
、
従
来

の
支
援
方
針
や
運
営
内
容
を
継
続
し

信
頼
関
係
作
り
を
継
続
し
な
が
ら
法

人
の
特
徴
と
方
針
に
沿
っ
た
取
組
み

を
行
っ
た
。
同
じ
く
瑞
穂
町
と
の
指
定

管
理
契
約
の
も
と
運
営
し
て
い
る
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
瑞
穂
町
福
祉
作
業

所
に
於
い
て
は
、
運
営
開
始
よ
り
９
年

で
初
め
て
利
用
者
を
一
般
就
労
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
開
設
し
て
６
年
が
経
過
し
た
。

緊
急
ケ
ー
ス
や
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

が
増
え
る
中
、
計
画
等
の
作
成
数
は

3
7
5
件
と
な
り
前
年
度
並
だ
っ
た
。

内
94
件
が
障
が
い
児
だ
っ
た
。

　
武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
３
月
末
現
在
登
録

研修報告

　
　

職場紹介

瑞 穂 町
福祉作業所
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新 人 紹 介新 人 紹 介

■５月から入所しました。
　 自分は巨人軍とB’ｚの大ファ
ンです。ほかにもスターダス
トの音楽やきんトレや電車
などが好きです。とくいな事
はえきののりかえと高い声
がでることやえいようにつ
いてくわしいことです。

　 話をすることが好きなので
きがるに話しかけてくださ
い。これからみなさんのみほ
んになり楽しくおもしろく作
業していきたいです。よろし
くおねがいします。

セルプあかつき
大木　優弥 さん

■３月から入所しまし
た。
　セルプあかつきでい
ろんなことを学んで
いきたいと思います
のでよろしくお願い
致します。

セルプあかつき
辻本美登勢 さん

■４月から入所しまし
た。
　日々の訓練を頑張っ
ています。
　これからも訓練を頑
張っていきます。

セルプあかつき
　Ｓ・Ｎ さん

■８月より勤務してい
ます。
　上司や先輩に色々
と教わりながら、早
く吸収して仕事を
覚えたいです。今
後とも宜しくお願
い致します。

セルプあかつき
細川　大貴 さん

■２月より勤務させて
頂いております。施
設長をはじめ先輩
の職員の方々に助
けられ、充実した
日々を送らせて頂い
ております。ご利用
者様の就職したい！
という思いを大切に
して、私も一緒に頑
張っていきたいと思
っています。
セルプあかつき
齋藤しのぶ さん

■安全第一で仕事をし
ています。
　又、不慣れな仕事も
職員皆さんのアドバ
イスで頑張っていま
す。よろしくお願い
します。
　趣味：ゴルフ　神輿
　　　畑
授産所　送迎
竹嶋　文夫 さん

■北岡大輝です。
　ぼくはディズニーが
すきです。よろしく
おねがいします。

作業部３課
北岡　大輝 さん

■２月より勤務させて
頂いております。思
いがけない事や悩む
事もありますが職員
の皆さんの言葉や
利用者さん達の笑
顔に励まされていま
す。

作業部３課
比留間純世 さん

■今年の２月より作業
部一課で勤務させ
て頂いています。所
長をはじめ、先輩の
職員の方々に教わ
りながら充実した
日々を過ごしていま
す。どうぞ宜しくお
願い致します。
作業部１課
松本壮一郎 さん

■５月からまどかに入
りました。
　なかなか慣れない事
ばかりですが少しず
つ慣れるよう頑張り
たいです。
　よろしくお願いしま
す。

スペースまどか
菅原　好美 さん

■２月１日からさくら
で働いています。作
業の箱折は楽しいで
す。不良品を出して
しまうと辛いですが、
頑張っていきたいで
す。

さくら
佐々木義規 さん

■4月から福祉作業所
さくらで働かせてい
ただいています。
　慣れないこともあり
ご迷惑をおかけしま
すが、皆さんと楽し
くお仕事できるよう
　頑張ります。よろしく
お願い致します。
さくら
山﨑　茉利 さん

みなさんよろしくお願いしま～す！！みなさんよろしくお願いしま～す！！

2019（令和元）年度あかつきコロニー予算書
自2019年（平成31年）４月１日   至2020年（令和２年）３月31日

法人全体 （単位：千円）

勘　　定　　科　　目 本年度予算 前年度予算 差異

支
収
る
よ
に
動
活
業
事

入

　収

就労支援事業収入 99,660 100,220 △ 560

障害福祉サービス等事業収入 324,059 315,198 8,861

生活保護事業収入 400 350 50

その他事業収入 900 120 780

借入金利息補助金収入 29 35 △ 6

経常経費寄附金収入 270 320 △ 50

受取利息配当金収入 5 20 △ 15

その他の収入 993 1,025 △ 32

　事業活動収入計（１） 426,316 417,288 9,028

出

　支

人件費支出 263,238 253,236 10,002

事業費支出 30,563 30,048 515

事務費支出 25,394 27,416 △ 2,022

就労支援事業支出 99,660 98,720 940

支払利息支出 34 42 △ 8

その他の支出 200 300 △ 100

　事業活動支出計（２） 419,089 409,762 9,327

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２） 7,227 7,526 △ 299

支
収
る
よ
に
等
備
整
設
施

収 

入

施設整備等補助金収入 0 146 △ 146

設備資金借入金収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

　施設整備等収入計（４） 0 146 △ 146

支 

出

設備資金借入金元金償還支出 792 792 0

固定資産取得支出 0 146 △ 146

その他の施設整備等による支出 0 40 △ 40

　施設整備等支出計（５） 792 978 △ 186

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） △ 792 △ 832 40

支
収
る
よ
に
動
活
の
他
の
そ 収 

入

積立資産取崩収入 0 0 0

拠点区分間繰入金収入 9,300 7,930 1,370

サービス区分間繰入金収入 3,798 3,818 △ 20

　その他の活動による収入計（７） 13,098 11,748 1,350

支 

出

積立資産支出 6,000 9,500 △ 3,500

拠点区分間繰入金支出 9,300 7,930 1,370

サービス区分間繰入金支出 3,798 3,818 △ 20

　その他の活動による支出計（８） 19,098 21,248 △ 2,150

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） △ 6,000 △ 9,500 3,500

予備費支出（10） 435 644 △ 209

当期資金収支差額合計（11）=（３）＋（６）＋（９）－（10） 0 △ 3,450 3,450

前期末支払資金残高（12） 0 118,089 △ 118,089

当期末支払資金残高（11）＋（12） 0 114,639 △ 114,639

■23年ぶりの仕事で
あかつきコロニーに
入りました。作業の
皆様は一人一人とて
も素敵なものをもっ
ていると日々思いま
す。私も何か一つ誇
れる事を見つけて行
きたいと思います。
授産所　給食部
田村　小織 さん

■今年の３月初めに入
りました。日ごろ
色々と有り難うござ
います。
　皆様には、たいへん
感謝する次第でご
ざいます。
　今後も、頑張りたい
と思いますので、よ
ろしくお願いします。
スペースまどか
山本　雅英 さん

■まだ、入ったばかりで
すが、仕事もなれて
きたので、これから
も頑張ります。

作業部１課
乙幡　涼太 さん
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和
元
年
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計
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令
和
元
年
度
事
業
計
画

【
は
じ
め
に
】

　
昨
年
、
当
法
人
は
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
経

済
的
自
立
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
た

結
核
回
復
者
が
、
自
ら
働
く
場
を
切

り
拓
く
た
め
に
設
立
し
た
の
が
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
だ
っ
た
。
こ
の
間
、

無
事
当
法
人
が
有
り
続
け
る
事
が
出

来
た
の
も
、
先
人
の
努
力
の
賜
物
で

あ
り
、
長
き
に
渡
り
法
人
を
支
え
て

下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で

あ
る
。
設
立
当
初
か
ら
働
く
こ
と
を

通
じ
て
障
が
い
者
の
自
立
を
目
指
し

て
き
た
そ
の
姿
勢
は
今
後
も
変
わ
ら

な
い
。
一
方
で
、
社
会
情
勢
も
大
き

く
変
わ
り
、
私
達
に
求
め
ら
れ
る
期

待
や
役
割
は
、
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

よ
り
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
で
一

層
、
個
々
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
そ
の
自
立
を
支
え
る
役
割

を
社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
社
会
福
祉
法
人
自
体
の

自
立
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
法
人
自

体
の
体
力
強
化
が
課
題
で
あ
る
。
こ

の
先
も
法
人
創
設
時
の
意
思
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
事
業
継
続
と
地
域
福
祉
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
、
尽
力

す
る
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　
施
設
経
営
面
で
は
就
労
移
行
支
援

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に
お
い
て
利

用
率
の
向
上
を
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
利

用
率
の
維
持
安
定
を
図
る
。

　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
委
員
会
及

び
虐
待
防
止
委
員
会
を
開
催
し
、
各

現
場
で
の
日
々
の
支
援
の
中
で
職
員
に

よ
る
虐
待
の
予
防
、
虐
待
を
見
逃
さ
な

い
体
制
を
浸
透
さ
せ
、
利
用
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

　
建
替
え
に
必
要
な
積
立
資
金
を
確

保
す
る
た
め
、
各
事
業
所
に
て
収
入

を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
う
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　
印
刷
事
業
は
従
来
の
紙
媒
体
の
印

刷
事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
縮
小

を
進
め
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
リ
ン
ト
事
業
を

拡
大
し
、
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

　
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
納
品
管

理
を
徹
底
し
、
引
き
続
き
取
引
先
か

ら
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
ウ
エ
ス
事
業
は
作
業
の
効
率
化
や

経
費
削
減
を
は
か
る
こ
と
で
収
益
を

出
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
統

括
営
業
部
と
連
携
し
納
期
調
整
を
行

い
、
受
注
量
を
確
保
す
る
。

　
ま
ど
か
作
業
部
門
は
、
こ
こ
数
年
の

好
調
を
維
持
し
、
更
な
る
工
賃
向
上

に
取
り
組
む
。

　
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契
約
に
よ

る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
就
労
訓
練

と
し
て
も
非
常
に
有
効
な
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
む
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
に
於
い
て
は

工
賃
向
上
を
目
指
し
、
既
存
の
箱
折
の

他
に
新
規
作
業
開
拓
、
と
り
わ
け
、
自

主
製
品
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
就
労
支
援
事
業
に
於
い
て
は
そ
の

最
大
の
目
標
は
利
用
者
工
賃
の
向
上

で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
は
作
業
量
の
確

保
は
勿
論
の
こ
と
、
利
用
者
に
と
っ
て

の
や
り
が
い
や
意
欲
を
支
え
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
利
用
者
の
可
能
性
を

見
つ
け
伸
ば
し
て
い
く
事
も
大
切
な

支
援
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
視
点
を

し
っ
か
り
持
ち
、
工
夫
を
怠
ら
な
い
よ

う
職
員
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
地
域
福
祉
】

　
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理
契
約
の
も

と
、
運
営
開
始
か
ら
10
年
目
と
な
っ
た

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
で
は
、
就
労
支
援
事
業
以
外
に

社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
、
創
作

活
動
の
充
実
を
図
る
。
同
じ
く
運
営

開
始
か
ら
４
年
目
に
入
る
瑞
穂
町
心

身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

み
は
、
障
が
い
児
や
介
助
を
伴
う
重
度

障
が
い
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
タ
イ
ム
ケ
ア
に
於
い
て
学
校

の
平
日
休
校
に
対
応
し
た
開
所
時
間

の
設
定
や
個
別
支
援
計
画
の
作
成
な

ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
の
充
実
を

目
指
し
、
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
個
々
の
計
画
相
談
に
係
る
支

援
内
容
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、

地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
く
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
、

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
受
託
契
約

を
結
び
実
施
す
る
。
今
後
も
益
々
増

え
て
い
く
で
あ
ろ
う
障
が
い
者
の
就
労

に
対
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

就
職
実
績
を
重
ね
る
と
同
時
に
、
仕

事
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
定
着
支

援
、
生
活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
、
障

が
い
者
が
安
定
し
て
働
い
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

　
地
域
の
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

尽
力
し
て
い
く
。
障
害
支
援
区
分
審

査
会
へ
の
委
員
派
遣
、
自
立
支
援
協

議
会
へ
の
委
員
の
派
遣
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会
の
各

部
会
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

ま
た
地
域
の
福
祉
作
業
所
や
関
係
団

体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
し
、
地
域
の
障
が
い
者
・
児

の
生
活
が
よ
り
豊
か
と
な
る
よ
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
引
き
続
き
地
域
子
供
交
流
会
、

生
活
困
窮
者
等
の
就
労
準
備
支
援
を

実
施
し
地
域
に
貢
献
す
る
。
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１
　
月

　
７
　
新
年
会
　
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
長
挨
拶

（
高
橋
・
永
井
・
遠
藤
）

　
12
　
瑞
穂
町
賀
詞
交
換
会  

（
高
橋
）

　
15
　
保
護
者
会（

あ
ゆ
み
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
17
　
保
護
者
会
　
　（
あ
ゆ
み
地
活
）

　
24
　
保
護
者
会
　
　  

　（
授
産
所
）

　２
　
月

　
１
　
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
通
安
全
講
習
会

（
セ
ル
プ
）

　
15
　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
テ
レ
ビ
撮
影

（
法
人
施
設
）

３
　
月

　
９
　
の
ぞ
み
祭
り  

（
森
田
・
田
中
）

　
14
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　
15
　
第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
授
産
所
）

　
19
　
第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　
22
　
虐
待
防
止
委
員
会

　
25
　
理
事
会

　
　
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

４
　
月

　
16
　
Ｑ
Ｍ
Ｓ
　
更
新
審
査

　（
授
産
所
一
課
　
17
日
迄
）

　
18
　
保
護
者
会（

あ
ゆ
み
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
19
　
保
護
者
会
　  

（
あ
ゆ
み
地
活
）

５
　
月

　
18
　
春
季
レ
ク
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
22
　
監
事
監
査

　
　
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

　
23
　
村
山
特
別
支
援
校
見
学
来
所

（
法
人
施
設
）

　
31
　
理
事
会

　
　
　
春
季
レ
ク
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

６
　
月

　
16
　
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
運
動
会

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　
20
　
評
議
員
会
・
理
事
会

　７
　
月

　
12
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
授
産
所
）

　
19
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

（
法
人
施
設
）

　
23
　
地
震
避
難
訓
練
　  
（
さ
く
ら
）

１
　
月

　
15
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
18
　
就
労
定
着
支
援
連
絡
会
セ
ミ
ナ
ー

（
大
庭
）

　
21
　
多
摩
地
区
障
害
者
就
労
支
援

　
　
　
事
業
連
絡
会
　
　
　  

（
冨
田
）

　
22
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
27
　
発
達
障
害
講
習
会
　  

（
藤
澤
）

　
29
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
31
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤
　
２
月
１
日
迄
）

　

２
　
月

　
５
　
東
社
協
総
会
　
　
　  

（
永
井
）

　
６
　
瑞
穂
町
地
域
保
健
福
祉
審
議
会

（
五
十
嵐
）

　
８
　
権
利
擁
護
・
苦
情
対
応
研
修

（
永
井
・
小
俣
）

　
12
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　
13
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
利
根
川
・
冨
田
）

　
　
　
障
害
年
金
研
修
（
日
野
・
田
島
）

　
15
　
Ｗ
Ｉ
Ｊ
理
事
会
　
　  

（
高
橋
）

　
　
　
任
意
の
会
　  

（
戸
村
・
大
野
）

　
17
　
発
達
障
害
講
習
会
　  

（
藤
澤
）

　
18
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　
協
議
会
　
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
20
　
北
多
摩
西
部
施
設
連
絡
会（
高
橋
）

　
　
　
障
害
雇
用
連
絡
会
議  

（
戸
村
）

　
　
　
職
業
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
田
島
　
21
日
迄
）

　
21
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
全
大
会
　
　
　
　
　  

（
高
橋
）

　
25
　K

U
RU
M
IRU

事
業
者
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
永
井
・
田
中
）

　
26
　
マ
ー
レ
購
買
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　  
（
永
井
・
山
本
）

　
　
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
28
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
遠
藤
）

　
　
　
都
就
労
支
援
関
係
機
関
意
見

　
　
　
交
換
会 

　
　  

（
戸
村
・
大
野
）

　
　
　
高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

　（
冨
田
・
小
林
）

３
　
月

　
１
　
ゼ
ン
コ
ロ
総
会
　
　  

（
遠
藤
）

　
12
　
災
害
活
動
相
互
応
援
協
定
締
結

　
　
　
施
設
連
絡
会
　
　
　
　（
遠
藤
）

　
13
　
就
労
定
着
支
援
連
絡
会
セ
ミ
ナ
ー

（
西
出
）

　
16
　
知
的
発
達
障
害
部
学
習
会（西

出
）

　
18
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　
19
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　
　（
高
橋
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

　
　
　
　
　
　（
利
根
川
・
冨
田
）

　
25
　
精
神
医
療
地
域
連
携
連
絡
協
議
会

（
遠
藤
・
藤
澤
）

４
　
月

　
11
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤
　
12
日
迄
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

（
冨
田
）

　
13
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
事
業
所
見
学
会

（
熊
谷
・
遠
藤
）

　
16
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
17
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
24
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
・
小
俣
）

５
　
月

　
17
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

 

（
高
橋
・
冨
田
）

　
21
　
東
社
協
総
会
　
　
　   

（
永
井
）

　
21
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検

　
　
　
討
会
　
　
　
　（
神
山
・
小
俣
）

　
　
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
22
　
西
多
摩
就
労
支
援
連
絡
会（戸

村
）

　
24
　
Ｊ
Ｄ
総
会
　
　
　
　  

（
高
橋
）

　
30
　
安
全
運
転
管
理
者
講
習（

永
井
）

　
　
　
難
病
セ
ミ
ナ
ー
　
　  

（
冨
田
）

６
　
月

　
４
　
障
害
者
就
業
支
援
基
礎
研
修

（
小
林
　
６
日
迄
）

　
６
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
　
７
日
迄
）

　
　
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
多
摩
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
会
議

（
冨
田
）

　
７
　
精
神
就
労
定
着
連
絡
会

（
日
野
・
田
島
）

　
８
　
社
会
福
祉
主
事
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
田
中
　
12
日
迄
）

　
13
　
セ
ル
プ
研
究
大
会
　  

（
長
沼
）

　
　
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
北
多
摩
西
部
施
設
連
絡
会

（
五
十
嵐
）

　
18
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検
討
会

（
神
山
・
小
俣
）

　
19
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　
協
議
会
　
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
21
　
任
意
の
会
　
　
　
　  

（
大
野
）

　
　
　
多
摩
就
労
支
援
連
絡
会（

戸
村
）

　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄



入
所・退
所

入
所・退
所

　
寄
　
　
贈

No.772019.9.11NEWS PAPER
　
25
　
お
伊
勢
の
森
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
熊
谷
）

　
　
　
障
害
者
雇
用
連
絡
会
議（

戸
村
）

　
26
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

　（
永
井
・
小
俣
）

　
　
　
都
就
労
支
援
関
係
機
関
意
見

　
　
　
交
換
会
　
　
　（
戸
村
・
大
野
）

７
　
月

　
２
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
・
戸
村
）

　
３
　
高
次
脳
機
能
障
害
研
修

　
　
　
　
　（
増
渕
・
松
本
・
加
藤
）

　
12
　
精
神
保
健
研
修
　
　  

（
大
庭
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
は
た
ら
く
部
会

（
冨
田
）

　
16
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　
武
蔵
村
山
地
域
生
活
拠
点
検

　
　
　
討
会
　
　
　  

（
神
山
・
小
俣
）

　
17
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
19
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
講
座（冨

田
）

　
　
　
失
語
症
講
座
　
　
　  

（
田
島
）

　
22
　
サ
ビ
管
更
新
研
修
（
利
根
川
）

　
22
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
部
会
　
　
　  

（
山
田
・
日
野
）

　
23
　
ゼ
ン
コ
ロ
先
進
事
業
事
例
調
査
・

　
　
　
草
む
ら
の
会
　
　
　  

（
藤
澤
）

　
24
　
サ
ビ
管
更
新
研
修
　  

（
藤
澤
）

　
　
　
虐
待
防
止
研
修
　
　  

（
小
俣
）

　
25
　
瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　
全
大
会
　
　  

（
高
橋
・
戸
村
）

　
26
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
準
備
講
座

（
冨
田
）

　
30
　
虐
待
防
止
研
修
　
　  

（
小
俣
）

２
月
１
日
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
様
よ

り
ク
オ
カ
ー
ド
、
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ

ー
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
助
成
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ

◇
こ
の
度
東
京
善
意
銀
行
を
通
じ
、

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
様
よ

り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
左
記
の

事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

事
業
名
：
革
抜
き
型
一
式
購
入
事
業

事
業
総
額
：201,376
円

助
成
金
：150,000
円

施
設
名
：
あ
か
つ
き
授
産
所

◇
こ
の
度
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共

同
募
金
会
様
よ
り
配
分
金
を
受
け
て

左
記
の
事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
謹

ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

事
業
名
：
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
整
備
事
業

事
業
総
額
：250,560

円

配
分
金
：180,000

円

施
設
名
：
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

事
業
名
：
防
災
用
品
購
入
事
業

　
　
　
　
　（
大
型
炊
き
出
し
器
、　

　
　
　
　
　
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

事
業
総
額
：318,276

円

配
分
金
：130,000

円

施
設
名
：
あ
か
つ
き
授
産
所

■
入
所

　
２
月
　
齋
藤
し
の
ぶ
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
松
本
壮
一
郎
（
授
産
所
）

　
　
　
　
田
村
　
小
織
（
授
産
所
）

　
　
　
　
比
留
間
純
世
（
授
産
所
）

　
　
　
　
佐
々
木
義
規
（
さ
く
ら
）

　
３
月
　
辻
本
美
登
勢
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
竹
嶋
　
文
夫
（
授
産
所
）

　
　
　
　
山
本
　
雅
英
（
ま
ど
か
）

　
４
月
　
西
坂
　
　
直
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
北
岡
　
大
輝
（
授
産
所
）

　
　
　
　
宇
佐
美
真
理
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
山
﨑
　
茉
利
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　
小
池
　
志
織
（
あ
ゆ
み
）

　
５
月
　
大
木
　
優
弥
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
菅
原
　
好
美
（
ま
ど
か
）

　
７
月
　
乙
幡
　
涼
太
（
授
産
所
）

　
８
月
　
細
川
　
大
貴
（
セ
ル
プ
）

■
退
所

　
１
月
　
涌
井
　
伸
吾
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
竹
内
　
恵
子
（
授
産
所
）

　
　
　
　
関
田
　
信
弘
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　
福
士
　
瑞
木
（
瑞
穂
就
労
）

　
２
月
　
米
倉
　
正
人
（
授
産
所
）

　
３
月
　
高
橋
　
一
也
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
山
下
　
　
樹
（
授
産
所
）

　
４
月
　
堀
之
内
勇
志
（
さ
く
ら
）

　
５
月
　
井
出
　
幸
司
（
授
産
所
）

　
７
月
　
新
庄
　
弘
典
（
さ
く
ら
）

12

絵：住友真大（スペースまどか）

就労移行支援・就労定着支援セルプあかつき　就労継続支援Ｂ型あかつき授産所　就労継続支援Ｂ型スペース・まどか　就労継続
支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら　瑞穂町心身障害者（児）福祉センターあゆみ　武蔵村山市障害者就労支援センターとらい　瑞穂
町障害者就労支援センター　指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業あかつきコロニー相談支援センター

あかつきコロニー組織図

役
員
・
評
議
員

理
　
事

理
事
長

　
　
鈴
木
　
賢
一

常
務
理
事

　
　
髙
橋
　
　
毅

　
　
湯
澤
　
　
弘

　
　
永
井
　
　
眞

　
　
熊
谷
　
昌
博

　
　
飛
鷹
　
　
実

監
　
事
　

　
　
田
代
　
政
和

　
　
岩
瀬
　
成
朋

評
議
員

　
　
前
崎
　
一
郎

　
　
小
峯
　
邦
明

　
　
浅
川
　
　
勤

　
　
川
﨑
　
忠
正

　
　
栗
原
　
康
明

　
　
岩
瀨
　
香
世

　
　
赤
澤
　
正
補

理事会 

評議員会

監  事 

（
定
員
40
名
）

（
定
員
30
名
）

（
定
員
30
名
）

（
定
員
20
名
）

（
定
員
20
名
）

就
労
移
行
支
援
・
就
労
定
着

支
援

セ
ル
プ
あ
か
つ
き（
定
員
20
名
）

特
定
相
談
支
援
事
業
・

障
害
児
相
談
支
援
事
業

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
令
和
元
年
度
事
業
計
画

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告

・
研
修
報
告

・
職
場
紹
介
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

・
新
人
紹
介
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